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大気環境測定車「みどり号」による沿道環境調査結果について(第 2報)

前田和宏・森　英倫・山田克則・八幡仁志・飯田雅子

An Investigation of Air Pollution on the Route Using Air Monitoring Car “MIDORI-GOH” (2)
Kazuhiro MAEDA, Hidemichi MORI, Katsunori YAMADA, Hitoshi YAHATA, Masako IIDA

１ はじめに

現在、福井県では、自動車排出ガス測定局(以下「自排

局」という。)として、自排福井局、自排鯖江局、自排敦
賀局の 3 局を設置している。これらは昭和 50 年台初頭
に、自動車排ガス対策として当時の交通事情を考慮し設

置されたものであるが、設置から 20 年以上経過し、道
路交通状況等の変化により、自排局の配置を見直すこと

が必要となった。

そこで、県では、「大気測定局適正配置検討調査報告

書(平成 11 年 1 月)」1) に基づき、平成 12 年度から大気
汚染常時監視観測局の適正配置を行い、県が設置してい

る自排局 3 局についてもこの対象としている。
これらの状況を踏まえ、平成 10、11 年度に、自排局
移設候補道路において大気環境測定車「みどり号」によ

る測定を行い、大気環境濃度の傾向、交通量、周辺大気

環境測定局との関係を調査した。

２ 現在の自排局と自排局移設候補道路

2.1 自排福井局

自排福井局は、昭和 50 年に、福井市内の市街地を通

る当時国道 8 号(4 車線)沿いに設置された。現在、市街
地に対して東側に迂回する形で新国道 8 号(4 車線)が通
っており、旧国道８号は県道鯖江丸岡線となっている。

「平成 9 年度 全国道路交通情勢調査」2)  (以下「平成 9
年度道路交通センサス」という。)では、自排福井局付近

の 24 時間交通量は 28,364 台、新国道 8 号の福井市内区

間は 50,482 台(交通量調査単位区間中の最大)であった。

2.2 自排鯖江局

自排鯖江局は、昭和 52 年に、鯖江市内の市街地から

やや外れた鯖江市道西縦貫線(2 車線、当時国道 8 号のバ
イパス道)沿いに設置された。市街地に対して東側に避け

る形で新国道 8 号(4 車線)が完成しており、旧国道 8 号

は県道福井鯖江線となっている。平成 9 年度道路交通セ
ンサスでは、自排鯖江局付近の 24 時間交通量が 21,908
台、新国道 8 号の鯖江市内区間では 35,763 台(同)であっ
た。

2.3 自排敦賀局

自排敦賀局は、昭和 52 年に、敦賀市内の市街地を通

る当時国道 27 号(2 車線)沿いに設置された。現在、市街
地に対して東側に避ける形で新国道 8 号が、また、南側

に避ける形で新国道 27 号が完成しており、旧国道 27 号

は県道敦賀美浜線となっている。平成 9 年度道路交通セ

ンサスでは、自排敦賀局付近の 24 時間交通量は 19,655
台、敦賀市内区間の新国道 8 号または 27 号の交通量は

24,973 台(同)であった。

３ 測定方法

3.1 測定地点、測定期間

平成 9 年度道路交通センサスから交通量の現状を考慮

し、今回の測定対象道路を、福井市内の国道 8 号、丹南

(鯖江市、武生市)地区内の国道 8 号、敦賀市内の国道 8
号または 27 号とした。それぞれの道路について、平成 9
年度道路交通センサスにより、24 時間交通量が最も多い
交通量調査単位区間を今回の測定対象道路区間とした。

測定地点および測定期間を表 1 に、福井県内のこれらの

位置関係を図 1 に示す。各道路区間とも道路の両側で測
定を行った。

3.2 測定項目

測定項目は、二酸化硫黄(SO2)、浮遊粒子状物質(SPM)、

表 1 測定地点および測定期間

測定
地点 調査対象道路(車線数)

道路から
の方向 調査地点住所 調査期間

道路端
距離

① 国道8号(4車線) 東側 福井市下六条 H10.7.17～8.17 14m

② 国道8号(4車線) 西側 福井市羽水3丁目 H11.6.23～7.26 4m

③ 国道8号(4車線) 東側 鯖江市東鯖江2丁目 H10.8.18～9.18 3m

④ 国道8号(4車線) 西側 鯖江市柳4丁目 H12.2.23～3.29 6m

⑤ 国道27号(4車線) 南側 敦賀市古田苅 H10.9.25～11.2 7m

⑥ 国道27号(4車線) 北側 敦賀市古田苅 H11.9.6～10.6 5m

図１ 測定地点

ノート
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一酸化窒素(NO)、二酸化窒素(NO2)、光化学オキシダン

ト(Ox)、非メタン炭化水素(HC)、メタン(CH4)、一酸化

炭素 (CO)、風向(WD)、風速 (WV)、温度 (TEM)、湿度

(HUM)、自動車走行台数(CAR)とした。CAR を除く測定

項目は「みどり号」による測定を行い、CAR は福井県警
察本部からデータの提供を受けた。

４ 調査結果

4.1 福井市内国道 8 号における調査結果(測定地点①②)
測定地点周辺の地図を図 2 に示す。今回の測定結果解

析では、周辺の一般大気環境測定局(以下「一般局」とい

う。)、自排局の測定結果も使用している。使用した周辺
局を表 2 に、それらの位置を図 2 に示した(図 2 におい

て自排福井局は省略した。)。

4.1.1 基本統計情報
測定地点①②および周辺局の平均濃度を表 3、測定地

点①②の風配図を図 3 に示す。

4.1.2 周辺局との平均濃度比較
測定期間中の平均濃度を周辺局と比較すると、

・測定地点①では、SO2 が一般局と同程度、SPM は一

般局と比べ高め、NO、NO2 は一般局と比べ高め、自
排局と比べ低め、Ox が一般局と同程度、HC が一般局

と同程度、自排局と比べ低め、CH4 が一般局、自排局

と同程度、CO が一般局と同程度、自排局と比べ低か
った。CAR は自排局の約 2.5 倍であった。

・測定地点②では、SO2 が一般局と同程度、SPM は一

般局と比べ高め、NO、NO2 が一般局と比べ高め、自
排局と同程度、Ox が一般局と同程度、HC が一般局と

比べ高め、自排局と比べ低め、CH4 が一般局、自排局

と比べ高め、CO が一般局と同程度、自排局と比べ低
くなった。CAR は上と同様に自排局の約 2.5 倍であっ

た。

測定期間中の風向は、測定地点①では、SEから SW に
かけての風が卓越しており、道路が風上となることが少

なかった。測定地点②でも測定地点①とほぼ同じく、

ESEから SW にかけての風が卓越しており、道路が風上
となることがやや多かった。

4.1.3 風向・風速階級別濃度平均
大気環境濃度は、風向・風速に大きく依存すると考え

られる。風速階級を 0.2m/s 以下(以下「CALM」という。)、

0.3～1.9m/s、2.0～3.9m/s、4.0m/s 以上の 4 階級に区分

し、風向・風速階級別平均濃度を比較した。SPM、NO、

NO2、COの風向・風速階級別平均濃度グラフを図 4 に
示す。その結果、

・道路が風上となる時に高い濃度となる。特に、NO、

NO2、COで強い傾向が見られる。
・風速階級が CALM と 0.3～1.9m/sにおいて高い濃度と
なる。

という傾向が見られた。

4.1.4 自動車走行台数との比較

沿道大気環境濃度は、自動車走行台数(CAR)に大きく

依存すると考えられる。表 4 に、全風向時、および道路
が風上となる時の CAR と測定項目の相関係数を示す。

ここで、WV、TEM、HUM は CAR との相関がないと推
測されるが、大気環境濃度の相関係数と比較を行うため、

これらについても相関係数を算出した。また、道路が風

上となる時とは、道路垂直方向を中心として 16 方位で

両側 2 風向の計 5 風向と定義した。(例：測定地点①の場
合、道路が風上となる時とは W、WNW、NW、NNW、

N の 5 風向である。)
測定地点①について、まず全風向における CAR との
相関係数は、CO 0.52、CH4 -0.51、NO2 0.44 の順であ

ったが、TEM 0.59 や HUM -0.57 などより低かった。ま

た、道路が風上となる時(W～N)に限定した場合の相関係
数は、COが 0.55 で全風向時と同程度であったが、その
他の測定項目では相関係数が低かった。

測定地点②については、全風向における CAR との相関
係数は、CH4 -0.54、Ox 0.49 の順であったが、上と同様

に TEM や HUM と比べ高い相関係数とは言えない。

表 2 測定地点①②における周辺局

観測局名 種別 住所 調査地点からの位置

清明局 一般局 福井市中荒井 南西、2.8km

福井局 一般局 福井市豊島2丁目 北西、2.2km

足羽局(福井市局)一般局 福井市稲津町 東北東、2.7km

自排福井局 自排局 福井市大宮1丁目 北、4.9km

図２ 福井市内測定地点
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表 3 測定地点①②および周辺局の平均濃度

項目 測定地
点①
清明局 福井局 足羽局 自排

福井局
測定地
点②
清明局 福井局 足羽局 自排

福井局
SO2(ppb) 2 2 4 2 － 4 4 6 2 －

SPM(μg/m3) 39 19 32 27 － 38 29 29 27 －

NO(ppb) 22 4 6 3 41 28 4 6 3 29

NO2(ppb) 16 7 10 5 24 20 10 12 7 22

Ox(ppb) 13 16 18 9 9 18 22 19 22 8

HC(ppmC) 0.13 － 0.14 － 0.18 0.16 － 0.13 － 0.28

CH4(ppmC) 1.80 － 1.79 － 1.79 1.89 － 1.84 － 1.85

CO(ppm) 0.4 － 0.4 － 0.9 0.4 － 0.4 － 0.8

WD(最多風向) SE SSW S SE － NNE SSW S SSE －

WV(m/s) 1.7 1.7 1.5 1.9 － 1.2 1.7 1.5 2.0 －

TEM(℃) 27.4 － 26.0 － － 23.6 － 23.0 － －

HUM(%) 81 － 73 － － 77 － 71 － －

CAR(台/H) 2019 － － － 882 2068 － － － 893

測定期間：H10.7.17～8.17 測定期間：H11.6.23～7.26

表 4 CARと測定項目の相関係数(測定地点①②)

測定地点 風向 SO2 SPM NO NO2 Ox HC CH4 CO WV TEM HUM

W,WNW,NW, (相関係数) 0.34 0.06 0.22 0.34 0.24 0.31 -0.49 0.55 0.42 0.49 -0.52

NNW,N (検定) ** ** ** ** ** ** ** ** ** **

全風向 (相関係数) 0.34 0.13 0.17 0.44 0.43 0.16 -0.51 0.52 0.45 0.59 -0.57

(検定) ** ** ** ** ** ** ** ** ** ** **

E,ESE,SE, (相関係数) 0.14 0.01 -0.23 0.16 0.41 0.18 -0.48 0.60 0.26 0.46 -0.54

SSE,S (検定) * ** ** ** ** ** ** ** ** **

全風向 (相関係数) 0.15 -0.06 -0.34 -0.07 0.49 -0.04 -0.54 0.26 0.31 0.40 -0.61

(検定) ** ** ** ** ** ** ** **

①

②

CAR

CAR

(注) “検定”は無相関の検定を指す。* :5%、**:1%

表 5 測定地点①②と周辺局の同測定項目間相関係数

測定地点 項目 清明局 福井局 足羽局 自排福井局 測定地点 項目 清明局 福井局 足羽局 自排福井局
SO2 (相関係数) 0.16 0.21 0.55 - SO2 (相関係数) 0.41 0.47 0.36 -

(検定) ** ** ** - (検定) ** ** ** -

SPM (相関係数) 0.41 0.48 0.64 - SPM (相関係数) 0.71 0.74 0.62 -

(検定) ** ** ** - (検定) ** ** ** -

NO (相関係数) 0.08 0.25 0.38 0.35 NO (相関係数) 0.47 0.42 0.11 -0.03

(検定) * ** ** ** (検定) ** ** **

NO2 (相関係数) -0.25 0.44 0.34 0.38 NO2 (相関係数) 0.56 0.40 0.26 0.21

(検定) ** ** ** ** (検定) ** ** ** **

Ox (相関係数) 0.85 0.91 0.69 0.87 Ox (相関係数) 0.93 0.90 0.92 0.80

(検定) ** ** ** ** (検定) ** ** ** **

HC (相関係数) - 0.46 - 0.34 HC (相関係数) - 0.72 - 0.46

(検定) - ** - ** (検定) - ** - **

CH4 (相関係数) - 0.85 - 0.81 CH4 (相関係数) - 0.88 - 0.79

(検定) - ** - ** (検定) - ** - **

CO (相関係数) - 0.60 - 0.55 CO (相関係数) - 0.46 - 0.38

(検定) - ** - ** (検定) - ** - **

WV (相関係数) 0.69 0.71 0.75 - WV (相関係数) 0.68 0.52 0.67 -

(検定) ** ** ** - (検定) ** ** ** -

TEM (相関係数) - 0.92 - - TEM (相関係数) - 0.99 - -

(検定) - ** - - (検定) - ** - -

HUM (相関係数) - 0.96 - - HUM (相関係数) - 0.98 - -

(検定) - ** - - (検定) - ** - -

① ②

(注) “検定”は無相関の検定を指す。* :5%、**:1%
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道路が風上となる時 (E～S)に限定した場合、CO が

0.60 となり全風向時と比べて相関係数が高くなった。そ
の他の測定項目では相関係数の変化がなく低かった。

4.1.5 周辺局との相関係数

表 5 に、測定地点①②と周辺局の、同測定項目間の相

関係数を示す。Ox、CH4、TEM、HUM は測定地点①②
ともに近接局と非常に高い相関係数(0.8～0.9)となった。

測定地点②では SPM もやや高い相関係数(0.6～0.7)とな
った。

4.2 丹南地区内国道 8 号における測定結果

　　(測定地点③④)
測定地点周辺の地図を図 5 に示す。また、解析に使用

した周辺局を表 6 に、それらの位置を図 5 に示した。

4.2.1 基本統計情報
測定地点③④および周辺局の平均濃度を表 7、測定地

点③④の風配図を図 6 に示す。

4.2.2 周辺局との平均濃度比較
測定期間中の平均濃度を周辺局と比較すると、

・測定地点③では、SO2 が一般局と同程度、SPM は一

般局と比べ高め、NO、NO2 は一般局と比べ高め、自
排局と比べやや高め、Ox が一般局と比べ低め、HC が

一般局と同程度、自排局と比べ低め、CH4 が一般局、

自排局と同程度、COが自排局と比べ低くなった。CAR
は自排局の約 3 倍であった。

・測定地点④では、SO2 が一般局と比べ高め、SPM は

一般局と比べ高め、NO、NO2 が一般局、自排局と比
べ高め、Ox が一般局と比べ低め、HC が一般局と同程

度、自排局と比べ低め、CH4 が一般局、自排局と同程

度、COが自排局と同程度となった。CAR は上と同様
に自排局の約 3 倍であった。

測定期間中の風向は、測定地点③では、NE付近と SW

付近の風が卓越していたが、特に NE付近の風が多かっ
たため、道路が風上となる時が相対的に少なかった。測

定地点④では、S 付近と ENE付近の風が相対的に多く、
道路が風上となる時がやや多かった。

4.2.3 風向・風速階級別濃度平均

4.1.3 と同様に風速階級を 4 階級に区分し、風向・風速
階級別平均濃度を比較した。SPM、NO、NO2、CO の

風向・風速階級別平均濃度グラフを図 7 に示す。その結

果、測定地点③④とも、風速階級が CALM および 0.3～

1.9m/s のときに高い濃度となる傾向が見られた。また、
それぞれの測定において以下のような傾向が見られた。

・測定地点③について、SPM、NO、CO は、ESE から

WNW の広い範囲にかけて風向別平均濃度が高くなっ

た。道路は SW 方向であるが、高濃度方向はこの方角
を含むものの、この方角を中心としたものとならなか

った。

・測定地点④について、ENE から SW にかけて風向別

平均濃度が高くなった。道路は ENE 方向であり、高
濃度方向はこの方角を含むものの、上と同様、この方

角を中心としたものとならなかった。

4.2.4 自動車走行台数との比較
表 8 に、全風向時、および道路が風上となる時の CAR
と測定項目の相関係数を示す。

測定地点③について、全風向における CAR との相関
係数は、Ox 0.60、NO -0.41、CH4 -0.39 の順で高かっ

たが、TEM 0.57 や HUM -0.62 などより低かった。また、

道路が風上となる時(S～W)に限定した場合、COと NO2
が全風向時と比べて相関係数が高くなり、それぞれ 0.59
と 0.43 になった。Ox 0.58 は全風向時と同程度であった。
その他の測定項目では相関係数があまり高くならなかっ

た。

測定地点④については、全風向における CAR との相

関係数は、SO2 と Ox がもっとも高く 0.36 であったが、
これも TEM や HUM と比べ高い相関係数とはならなか

った。道路が風上となる時(NNE～ESE)に限定した場合

の相関係数は、SO2 と COが、全風向時と比べてやや高
くなり、それぞれ 0.46 と 0.42 となった。

表 6 測定地点③④における周辺局

観測局名 種別 住所 調査地点からの位置

神明局 一般局 鯖江市水落4丁目 北北西、2.3km

鯖江局 一般局 鯖江市住吉2丁目 南西、1.8km

鯖江東局(鯖江市局)一般局 鯖江市定次町 南南東、1.5km

自排鯖江局 自排局 鯖江市有定1丁目 西南西、1.5km

図 5 丹南地区内測定地点
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表 7 測定地点③④および周辺局の平均濃度

項目 測定地
点③
神明局 鯖江局 鯖江

東局
自排
鯖江局
測定地
点④
神明局 鯖江局 鯖江

東局
自排
鯖江局

SO2(ppb) 4 3 3 4 － 5 3 3 1 ー

SPM(μg/m3) 50 39 28 43(#) － 30 17 23 22 ー

NO(ppb) 29 5 5 ー 25 58 10 11 ー 38

NO2(ppb) 22 8 10 ー 15 34 17 17 ー 27

Ox(ppb) 17 23 21 ー ー 20 27 27 ー ー

HC(ppmC) 0.17 ー 0.17 ー 0.23 0.10 ー 0.12 ー 0.18

CH4(ppmC) 1.84 ー 1.83 ー 1.83 1.87 ー 1.86 ー 1.84

CO(ppm) 0.5 ー ー ー 0.8 0.6 ー ー ー 0.5

WD(最多風向) NE N NNW N ー NNW SE SSE N、SSE ー

WV(m/s) 1.3 1.5 1.4 1.6 ー 1.3 1.8 1.7 2.1 ー

TEM(℃) 26.2 24.9 24.3 ー ー 5.4 5.0 5.2 ー ー

HUM(%) 79 79 75 ー ー 77 78 82 ー ー

CAR(台/H) 1586 ー ー ー 553 1578 ー ー ー 556

測定期間：H10.8.18～9.18 測定期間：H12.2.23～3.29

(#)：SPD

表 8 CARと測定項目の相関係数(測定地点③④)

測定地点 風向 SO2 SPM NO NO2 Ox HC CH4 CO WV TEM HUM

S,SSW,SW, (相関係数) 0.15 0.11 -0.31 0.43 0.58 -0.04 -0.32 0.59 0.53 0.63 -0.70

WSW,W (検定) * ** ** ** ** ** ** ** **

全風向 (相関係数) 0.19 -0.03 -0.41 0.15 0.60 -0.24 -0.39 0.08 0.38 0.57 -0.62

(検定) ** ** ** ** ** ** * ** ** **

NNE,NE,ENE, (相関係数) 0.46 0.04 -0.13 0.17 0.38 0.00 -0.16 0.42 0.19 0.45 -0.57

E,ESE (検定) ** ** ** * ** ** ** **

全風向 (相関係数) 0.36 -0.02 -0.18 -0.02 0.36 -0.11 -0.19 0.29 0.28 0.36 -0.58

(検定) ** ** ** ** ** ** ** ** **

③

④

CAR

CAR

(注) “検定”は無相関の検定を指す。* :5%、**:1%

表 9 測定地点③④と周辺局の同測定項目間相関係数

測定地点 項目 神明局 鯖江局 東鯖江局
自排
鯖江局 測定地点 項目 神明局 鯖江局 東鯖江局

自排
鯖江局

SO2 (相関係数) 0.51 0.45 0.48 － SO2 (相関係数) 0.48 0.63 0.68 －

(検定) ** ** ** － (検定) ** ** ** －

SPM (相関係数) 0.79 0.79 0.84(#) － SPM (相関係数) 0.78 0.76 0.83 －

(検定) ** ** ** － (検定) ** ** ** －

NO (相関係数) 0.45 0.39 － 0.44 NO (相関係数) 0.69 0.65 － 0.62

(検定) ** ** － ** (検定) ** ** － **

NO2 (相関係数) 0.21 0.07 － 0.35 NO2 (相関係数) 0.69 0.75 － 0.76

(検定) ** － ** (検定) ** ** － **

Ox (相関係数) 0.95 0.95 － － Ox (相関係数) 0.87 0.91 － －

(検定) ** ** － － (検定) ** ** － －

HC (相関係数) － 0.01 － 0.45 HC (相関係数) － 0.58 － 0.61

(検定) － － ** (検定) － ** － **

CH4 (相関係数) － 0.87 － 0.88 CH4 (相関係数) － 0.61 － 0.52

(検定) － ** － ** (検定) － ** － **

CO (相関係数) － － － 0.55 CO (相関係数) － － － 0.84

(検定) － － － ** (検定) － － － **

WV (相関係数) 0.69 0.75 0.80 － WV (相関係数) 0.70 0.78 0.78 －

(検定) ** ** ** － (検定) ** ** ** －

TEM (相関係数) 0.99 0.99 － － TEM (相関係数) 0.99 0.99 － －

(検定) ** ** － － (検定) ** ** － －

HUM (相関係数) 0.98 0.99 － － HUM (相関係数) 0.98 0.97 － －

(検定) ** ** － － (検定) ** ** － －

④③

(注) “検定”は無相関の検定を指す。* :5%、**:1%、(#)：SPD
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4.2.5 周辺局との相関係数

表 9 に、測定地点③④と周辺局の、同測定項目間の相

関係数を示す。Ox、TEM、HUM は周辺局と高い相関係
数(0.9 以上)となった。SPM についてもやや高い相関係

数(0.7～0.8)となった。測定地点④については、NO2、

COもやや高い相関係数(0.7 以上)となった。

4.3 敦賀市内国道 27 号における測定結果

　　(測定地点⑤⑥)
測定地点周辺の地図を図 8 に示す。また、解析に使用

した周辺局を表 10 に、それらの位置を図 8 に示した。

4.3.1 基本統計情報
測定地点⑤⑥、および周辺局の平均濃度を表 11、測定

地点⑤⑥の風配図を図 9 に示す。

4.3.2 周辺局との平均濃度比較
測定期間中の平均濃度を周辺局と比較すると、

・測定地点⑤では、SO2、SPM が一般局と同程度、NO
が一般局と比べ高め、自排局と比べ低め、NO2 が一般
局と比べ高め、自排局と同程度、Ox が一般局と同程度、

HC が一般局と同程度、自排局と比べ低め、CH4 が一

般局、自排局と比べ低め、CO が自排局と比べ低かっ
た。CAR は自排局の約 1.5 倍であった。

・測定地点⑥では、SO2、SPM が一般局と同程度、NO
が一般局と比べ高め、自排局と同程度、NO2 が一般局、
自排局と同程度、Ox が一般局と同程度、HC が一般局

と同程度、自排局と比べ低め、CH4 が一般局、自排局

と比べ低め、COが自排局と比べ低かった。CAR は上
と同様に自排局の約 1.5 倍であった。

測定地点⑤⑥の風配は大変よく一致しており(図 9)、

SE付近の風が卓越していた。測定地点⑤は道路が風下、
測定地点⑥は風上となる時が多かった。

4.3.3 風向・風速階級別濃度平均

4.1.3、4.2.3 と同様に、風速を 4 階級に区分して、風

向・風速階級別平均濃度を比較した。SPM、NO、NO2、

COの風向・風速階級別平均濃度グラフを図 10 に示す。
その結果、測定地点⑤⑥とも、道路が風上となる時に平

均濃度が高くなる傾向を示した。また、それぞれの測定

において以下のような傾向が見られた。

・測定地点⑤について、S 付近(道路が風下となる時)に
おいては、風速が弱いほど高濃度となる傾向があった

が、N 付近(道路が風上となる時)ではこの傾向が弱か
った。また、CALM 時の平均濃度は低かった。

・測定地点⑥について、風速階級が CALM および 0.3～

1.9m/s の時に平均濃度が高くなる傾向を示した。

4.3.4 自動車走向台数との比較

表 12 に、全風向時、および道路が風上となる時の CAR
と測定項目の相関係数を示す。

測定地点⑤について、全風向における CAR との相関

係数は、COが最も高く 0.58、次いで NO2 0.47、SO2 0.36
となった。道路が風上となる時(NW～NE)に限定した場
合の相関係数は、CO 0.66、NO2 0.54、NO 0.36 の順で
高かった。

測定地点⑥について、全風向における CAR との相関
係数は、Ox 0.39、CO 0.38 の順であったが、HUM -0.55、

TEM 0.40 などの相関係数より低かった。道路が風上と

なる時(SE～SW)に限定した場合の相関係数は、CO 0.56、

Ox 0.40 の順であった。

4.3.5 周辺局との相関係数

表 13 に、測定地点⑤⑥と周辺局の、同測定項目に対
する相関係数を示す。測定地点⑤⑥とも、Ox、WV、TEM、

HUM は他の局と高い相関係数(0.8 以上)となった。SPM
は測定地点⑥で高い相関係数(0.7～0.8)となった。

表 10 測定地点⑤⑥における周辺大気環境測定局

観測局名 種別 住所 調査地点からの位置

中郷局 一般局 敦賀市道ノ口 南南東、1.4km

敦賀局 一般局 敦賀市松栄町 北、2.4km

和久野局 一般局 敦賀市新和2丁目 南南西、1.0km

自排敦賀局 自排局 敦賀市三島2丁目 北北東、1.9km

図 8 敦賀市内測定地点
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表 11 測定地点⑤⑥および周辺局の平均濃度

項目 測定地
点⑤
中郷局 敦賀局 和久野

局
自排
敦賀局
測定地
点⑥
中郷局 敦賀局 和久野

局
自排
敦賀局

SO2(ppb) 4 3 4 3 - 5 4 5 5 -

SPM(μg/m3) 29 25 24 20 - 34 32 32 28 -

NO(ppb) 17 13 9 6 31 25 13 8 3 24

NO2(ppb) 22 17 15 10 21 16 15 15 10 17

Ox(ppb) 18 17 19 - - 19 18 20 - -

HC(ppmC) 0.13 - 0.13 - 0.19 0.13 - 0.12 - 0.20

CH4(ppmC) 1.83 - 1.87 - 1.93 1.83 - 1.86 - 1.88

CO(ppm) 0.4 - - - 0.8 0.3 - - - 0.6

WD(最多風向) SSE SE SSE SE - SE SE SSE SE -

WV(m/s) 2.2 2.8 2.0 2.0 - 2.5 2.9 2.3 2.3 -

TEM(℃) 20.7 19.4 19.5 19.8 - 27.6 24.1 24.3 24.6 -

HUM(%) 79 71 66 82 - 75 72 71 70 -

CAR(台/H) 1281 - - - 833 1281 - - - 821

測定期間:H10.9.25～11.2 測定期間:H11.9.6～10.6

表 12 CAR と測定項目の相関係数(測定地点⑤⑥)

測定地点 風向 SO2 SPM NO NO2 Ox HC CH4 CO WV TEM HUM

NW,NNW,N, (相関係数) 0.13 0.16 0.36 0.54 -0.03 0.29 0.01 0.66 0.07 0.35 -0.30

NNE,NE (検定) * ** ** ** ** ** **

全風向 (相関係数) 0.36 0.19 0.10 0.47 0.27 0.23 -0.07 0.58 0.15 0.34 -0.47

(検定) ** ** ** ** ** ** * ** ** ** **

SE,SSE,S, (相関係数) 0.35 0.18 -0.07 0.08 0.40 0.37 -0.25 0.56 0.19 0.46 -0.57

SSW,SW (検定) ** ** ** ** ** ** ** ** **

全風向 (相関係数) 0.24 0.12 -0.15 -0.08 0.39 0.20 -0.24 0.38 0.18 0.40 -0.55

(検定) ** ** ** * ** ** ** ** ** ** **

⑤

⑥

CAR

CAR

(注) “検定”は無相関の検定を指す。* :5%、**:1%

表 13 測定地点⑤⑥と周辺局の同測定項目間相関係数

測定地点 項目 中郷局 敦賀局 和久野局
自排
敦賀局 測定地点 項目 中郷局 敦賀局 和久野局

自排
敦賀局

SO2 (相関係数) 0.59 -0.02 0.64 - SO2 (相関係数) 0.31 0.07 0.42 -

(検定) ** ** - (検定) ** ** -

SPM (相関係数) 0.63 0.61 0.59 - SPM (相関係数) 0.82 0.81 0.73 -

(検定) ** ** ** - (検定) ** ** ** -

NO (相関係数) 0.59 0.51 0.51 0.41 NO (相関係数) 0.69 0.77 0.44 0.65

(検定) ** ** ** ** (検定) ** ** ** **

NO2 (相関係数) 0.21 -0.06 0.25 0.14 NO2 (相関係数) 0.58 0.81 0.44 0.74

(検定) ** ** ** (検定) ** ** ** **

Ox (相関係数) 0.88 0.78 - - Ox (相関係数) 0.89 0.92 - -

(検定) ** ** - - (検定) ** ** - -

HC (相関係数) - 0.32 - 0.39 HC (相関係数) - 0.29 - 0.26

(検定) - ** - ** (検定) - ** - **

CH4 (相関係数) - 0.37 - 0.35 CH4 (相関係数) - 0.56 - 0.56

(検定) - ** - ** (検定) - ** - **

CO (相関係数) - - - 0.58 CO (相関係数) - - - 0.74

(検定) - - - ** (検定) - - - **

WV (相関係数) 0.71 0.80 0.85 - WV (相関係数) 0.72 0.79 0.81 -

(検定) ** ** ** - (検定) ** ** ** -

TEM (相関係数) 0.99 0.99 0.99 - TEM (相関係数) 0.99 0.99 0.99 -

(検定) ** ** ** - (検定) ** ** ** -

HUM (相関係数) 0.98 0.93 0.98 - HUM (相関係数) 0.96 0.95 0.93 -

(検定) ** ** ** - (検定) ** ** ** -

⑥⑤

(注) “検定”は無相関の検定を指す。* :5%、**:1%
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図 10 風向・風速階級別平均濃度グラフ
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５ 考察

5.1 現自排局との比較

今回測定地点の自動車走行台数は、現自排局と比べ 1.5
～3 倍多かった。

しかし、NO、NO2、COについて平均濃度比較(表 3、

7、11)を行うと、福井(測定地点①②)・敦賀(測定地点⑤
⑥)市内ではほぼ同程度、または現自排局が高濃度となっ
た。この原因として、自排福井局、自排敦賀局ともに、

沿道の土地利用が高密度な状況にあり、道路交通からの

大気汚染物質が滞留するのに対し、今回測定地点は、交

通量は多いものの、「みどり号」設置場所確保の理由で、

市街地化が進んでなく後背地に水田が広がっているなど

の状況であったため、大気汚染物質が滞留しにくかった

ことが考えられる。しかし、移設候補道路においても、

今後市街地化が進むことにより、現自排局と同じ状況に

なることが予想される。また、丹南(測定地点③④)地区
では、現自排局と同程度、または今回測定地点が高濃度

となった。自排鯖江局は、沿道の土地利用が前 2 局ほど
高密度な状況ではないため、汚染物質が滞留しにくかっ

たことが考えられる。

5.2 周辺一般局との比較
周辺一般局との平均濃度比較(表 3、7、11)では、全体

的な傾向として、SO2、Ox、HC、CH4、CO(福井市内

のみ評価)でほぼ同程度、SPM、NO、NO2 について高濃
度となった。

同測定項目間の周辺局との相関係数(表 5、9、13)を比

較すると、Ox が高い相関係数 (0.8 以上)を示した。Ox
は、

・紫外線による 2 次生成物であること、
・広範囲にわたって生成条件が均一であること、

から相関係数が高かったと考えられる。SPM は測定地点

②③④⑥において、CH4 は測定番号①②③において他の

局との相関係数が高かった(0.7 以上)。

5.3 風向・風速と大気汚染物質濃度の関係

SPM、NO、NO2、COにおいて、全体的に、
・道路からの風の場合に高濃度となる、

・風が弱い場合(CALM または 0.3～1.9m/s)に高濃度と

なる、という傾向が見られた(図 4、７、10)。この傾向

が最も強く見られたのは NO、次いで NO2 であった。

COは低濃度であるがこの傾向が見られた。SPM につい

ては、傾向は見られるものの NOほど強い傾向としては
見られなかった。

5.4 CAR と大気汚染物質濃度の関係

CAR と大気汚染物質濃度の相関係数(表 4、8、12)を見

ると、全風向時・道路が風上となる時ともに、COが最

も高い値となる場合が多く、相関係数は最大で 0.66 であ

った。CO は、全測定地点において、全風向時より道路
が風上となる時という条件のでの相関係数が高くなった。

SPM、NO、NO2 については、CAR と高い相関係数を示
さない場合が多かった。

CAR と TEM が正の、CAR と HUM が負の、やや高い
相関係数を示した。この理由として、

・自動車走行台数は日中が多く夜間は少ない、

・TEM も日中は高く夜間は低い、
ということから、CAR と TEM は結果として正の相関を

示したと考えられる。また、TEM が高くなると HUM が

下がることから、CAR と HUM が結果として負の相関を
示したと考えられる。今回、相関係数の比較に、気象デ

ータと走行台数の相関係数も算出したが、この点におい

て、TEM、HUM は相関の程度を見る尺度にならないと
考えられる。

６ まとめ

(1)　自排局移設候補道路と現自排局のデータを比較する

と、前者の自動車交通量が後者の 1.5～3 倍であるが、

NO、NO2、CO平均濃度は、前者と後者が同程度、また
は前者が低濃度である場合が多かった。しかし、交通量

や、今後沿道の市街地化に伴う土地利用状況の高密度化

等を考慮すると、移設候補道路の大気環境濃度の上昇が

考えられる。

(2) 自排局移設候補道路と周辺一般局 (前者からの距離

1.0km～2.8km)のデータを比較すると、SPM、NO、NO2
は前者が高濃度、その他の物質については同程度の濃度

であった。

(3)　SPM、NO、NO2、CO について、道路が風上とな
る時に、また、風速が弱い場合に高濃度になる傾向が見

られた。この傾向は、NOが最も強く、次いで NO2、CO
の順でこの傾向が見られた。

(4)　自動車走行台数と大気環境濃度の相関係数を測定項

目別に比較すると、測定物質中 COが最も高い相関係数
を示した。
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